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は　じ　め　１こ

　原料資源の独占をはじめとして，金融資本のグ ローバノレた蓄積戦略を実現すべく ，そ

れ自体金融資本として運動している資本が，典型的な独占的商業資本であり ，これを分

析することによっ て， 自由競争段階の商業資本とは区別される独占段階の商業資本の運

動法則の独自性が明らかにされると思う 。

　独占的商業資本の存在彩態としては，原料資源 ・食糧の流通を担う独占的鉤売資本と

最終消費財の流通を担う独占的小売資本の二つの彩態があるが・私が・前老を・独占的

商業資本の主要な形態としてとりあげるのは，金融資本問総体の競争が国際的観模で展

開しているからである。しかし，それにもかかわらず独占的商業資本の従属的彩態にす

ぎない最終消費財の流通を担う独占的小売資本問のミクロの競争が，あたかも，資本問

競争の主要な彩態であるかのようた現象が存在し，また事実そのように主張する論者も
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いる。だが，原料資源 ・食糧の流通を担う独占的錬売資本こそが，独占的商業資本の支

配的形態であり ，本稿でこのことを証明したい
。

　したがって，私は，独占的商業資本の運動形態を明らかにするにあたって，まず，そ

の典型である原料資源 ・食糧の流通を担う独占的第売資本を対象として分析し，その運

動法則を明らかにする 。

　それゆえ，最終消費財の流通を担う独占的小売資本およぴ独占的商業資本について従
　　　　　１）
来の諾見解，さらには，独占的商業資本と国家の相互作用などのことについては，紙幅

の都合，次の機会に検討したい 。

　　 １）これらの諸見解の中で，とりわげ，私が注目して，批判的に検討したいのは，森下二次也

　　　氏の商業資本の排除論の主張である（ｒ現代商業経済論』１９６０，改訂版１９７７，有斐閣，『玩代

　　　 の流通機構』１９７４，世界思想杜）。私が，氏の見解をとりあげようと思うのは，わが国の商
　　　品流通研究においては，戦前からすでにヨーロッバの伝統的な商業研究の影響をうげて形成

　　　 された商業学の体系（それは，商業経営学と商業経済学に分化）が存在しており，さらにこ

　　　れに戦前のアメリカ ・マーケ ッティソグを結合したわカ掴に固有の配絵論という理論体系も

　　　存在していたのであるが，第二次大戦以降に現われた森下氏の見鰍こおいて，はじめて，商
　　　業資本の形成と発展を資本の本性である剰余価値の増殖から一貫して説明し，最も体系的に

　　　展開されたからである（この学説史的検討については，阿部真也ｒ現代流通の分析視角」福

　　　岡犬学『商学論叢』第２５巻・第３号，１９８０．１２を参照）。 しかも，商業資本一般ではなく独

　　　占段瀞こおげる商業資本の運動を商業資本の排除としてつかみ，これを独占資本の運動から
　　　論理必然的に展開しようとされたところに氏の独自性がある。これが，氏の商業資本の排除

　　　論であるが，独占段階においてすべての商業資本が排除される訳ではない。したがって，そ
　　　の肯定的側面にもかかわらず，商業資本の排除を必然性としてつかむ氏の見解は，これを説
　　　明できないという弱点をもっているのである。それにもかかわらず，氏の見解は，現代商業

　　　経済論の展開において・主要な潮流をなしているので，これを批判的に検討することは思義

　　　があるのである 。

Ｉ　独占的商業資本の支配的形態

（１）独占的商業資本の論理的則提としての金融資本

　商業独占と独占的商業資本は，金融資本を前提し，この従属的モメソトであるがゆえ

に， これを把握するためには，まず，その論理的前提である金融資本の概念について述

べておかねばならたい。だが，すでに金融資本の概念については，レーニソによっ て
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　　　　　ユ）
ｒ帝国主義論』のなかで与えられている。しかも，本稿では，これについて考察するこ

とは主要な課題ではなく ，その前提である。したがって，ここでは，まず，前提である

金融資本の概念については，レーニソおよびレーニソの金融資本概念を現代的に再解釈
　　　　　２）　　　　　　　３）
した上野俊樹氏および鈴木健氏に依拠し，簡単に述べ，次に，これとの関係で，ｒ帝国

主義論』の原料資源の独占という見地から独占的商業資本の概念観定をおこない，最後

に， これと自由競争段階の商業資本の運動法則の関連を明らかにしたい 。

　現実の金融資本は，一方で，銀行の発展があり ，他方で産業の発展があるのではた

く， これらの相互にからみあった総体として発展する。しかし，これを一挙に把握する

ことはできたい。したがって，ｒ帝国主義論』においては，現実のからみあ った複雑た

総体から，その構成要素である独占的産業資本と独占的銀行資本の二要因が認識の上で

純粋に分離されて把握され，次にそれらを総合して金離資本を把握するという方法がと

　　　　　　　　４）
られているのである ｏ

　したがって，この方法にしたがって金融資本の概念の内容を与えれぱこうである。生

産の集積とそれにもとづく資本の集積と集中は，特定部門におげる独占を不可避的に生

みだす。次畦たら，当該部門において生産手段，労働カ，生産額の大半を自らのうちに

集中した大企業問の競争は，「破滅的競争」に次らざるをえず，一方で，これを回避す

るために，協定を結ぼうとするが，他方で，大企業の数が少たいことがこれを可能にす

るからである。したがってこうして成立した独占的協定を担う資本が，独占的産業資本

であるが，この協定の内容は，自由競争段階におげる競争の主要た彩態が価格競争であ

ったがために，価格競争の回避がその主要た彩態とたる。それでは，この独占の本質は

何か。それは，「もはや，小企業と大企業との，技術的にすすんだ企業との競争戦では

たい。われわれの目の前にあるのは，独占に，その圧追に，その専横に服従しないもの

　　　　　　　　５）
の独占者による絞殺」であり ，「支配関係およびそれと関連する強制関係」なのである 。

だが，独占の成立は，競争を排除するのではたく ，価格競争が排除されたため，個別独

占的産業資本問のそれ以外の競争を激化させる。こうして，特定部門の独占体制を維持

し， 個別独占的産業資本問の競争において優位にたつために，部門を越えた一連の蓄積

条件一原料資源，販売市場，運輸手段等々　　を実現すへく ，相関連する産業部門の

特定の独占的産業資本と排他的な結合を強めていく 。

　だが，独占的産業資本は，その独占的地位を強化するためには，これだげでは不十分

であ って，銀行信用の独占　　　挙かつ大量の資金需要を満たすへき安定的な資金源泉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４１５）
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の確保　　が必要となる。そのためには，銀行部門におげる独占体制の成立と特定の独

占的銀行資本との排他的結合が不可欠とたるが，他方で銀行業務の集積とそれにもとつ

く銀行資本の集積と集中は，不可避的に独占に導く 。なぜなら，少数の犬銀行による貸

出競争の激化が，ｒ破滅的競争」となり ，これを回避するために銀行独占が成立するか

らである。こうして成立した銀行独占の担い手である個別独占的銀行資本は，自らの固

有の蓄積原理にもとづいて，自らの独占的地位を強化すべく ，最も安全で確実た貸出先

であると同時に，大口の預金者でもある特定の独占的産業資本との排他的結合関係を強

めていく 。

　こうして・産業独占を担う個別独占的産業資本と銀行独占を担う個別独占的銀行資本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
の「基本的利害の一致に基ずく結合」，ｒ融合 ・癒着」によっ て金融資本が発生する。金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
融資本は，その個々の構成要素を有機的に統一するにあたって，独占的銀行資本が，能

動的役割を果たすが，それは，独占的産業資本においては，その結合への衝動が，その

蓄積の性格上，いくつかの関連産業都門に限られるのに対し，独占的銀行資本において

は， その業務，それが取り扱う貨幣資本の性格上，全ての産業部門との結合関係を強め

ざるをえず，情報独占 ・「資本の配分機能」の独占的把握によっ て， 金融資本としての
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
投資戦略を決定しうる位置にあるからである。だが，このことは，金融資本の概念観定

を与えるにあたっての「銀行の新たた役割」の意味であって，「融合 ・癒着」した金融

資本として概念概定が与えられたのちにおいては，独占的産業資本とは，すでに，金融

資本であってそれ自体，金融資本として運動するのである 。

　以上，金融資本の概念について，次節以降の論述の前提として私の理解を示したわげ

であるが，次に，これと独占的商業資本との関連について明らかにしよう
。

（２）金融資本と独占的商業資本との関連

　レーニソは，『帝国主義論』において，金融資本の概念を与えるにあたって，特別に

独占的商業資本というモメソトをとりだして展開している訳ではない。だが，レーニソ

は・ ここにおいて，すでに金融資本の支配にとっ ての原料資源の独占という見地を示し

ている。そして，この原料資源を独占し，この流通を担う資本こそ典型的た独占的商業

資本である。したがって，ここでは，この見地から，金融資本と独占的商業資本の関係

を考察することにする 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４１６）
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　まず，金融資本の支配にとっ て原料資源の独占のもつ意義について述べれぱこであ

る。

　これについては，まず，レーニソは，『帝国主義論』第１０章ｒ帝国主義の歴史的地位」

において，帝国主義の経済的本質を独占資本主義であると把握したうえで，その主要狂

現れを四つあげ，第一の産業独占，第三の銀行独占と金融寡頭制，第四の植民地の独占

と並ぶ第二の契機として原料資源の独占をあげているということである。だが，ここ

で注意し次げれぼならないことは，「独占は，生産の集積の非常に高度の発展段階で ，

　　　　　　　　　９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ０）

生産の集積から生じた」あるいは，「独占は銀行から生じた」とはいっているが，原料

資源の独占的領有から独占が生じたとはいっていないことである。そうではたくて，独

占すたわち金融資本を前提した上で，これがｒ最も重要な原料資源の，それもとくに ，

資本主義杜会の基本的な，そして最もカノレテル化された産業，すなわち石炭業と製鉄業
　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
のための原料資源の，奪取を強化させた」といっているのである。したがって，この原

料資源の独占というモメソトは，独占資本主義という本質の主要なあらわれではある

が， 第一や第三と並んで，これから独立した契機としてではたく ，金融資本を前提し ，

この法則性の上に展開されるこれの従属的モメソトとして理解されたげれぱならないの

である 。

　だが，次に，それにもかかわらず第四の契機である植民地の独占も，金融資本を前提

した上で，原料資源の独占をその一つの主要な動機として展開されているのであるが ，

この原料資源さらには植民地の独占によっ てはじめて，金融資本の運動は十全に展開す

るということである。その理由は，「このような独占体は，すべての原料資源を一手に

にぎっ ているときにもっとも強固」であり ，ｒ植民地の領有だげが，競争相手との闘争

のあらゆる偶発事　　対抗者が国家専冗法によっ て自分をまもろうと思うかもしれたい

というようた偶発事までも含めて　　にたいして，独占が成功する完全な保障をあたえ
ユ２）

る」からである。したがって，資本主義が発展し，原料資源の不足が感じられるように

なれぱなるはど，金融資本にとっ て， 原料資源の独占と植民地の領有は，死活の問題と

なるのである 。

　これが，金離資本の支配にとっ ての原料資源の独占の意義であるが，この流通を担う

のが典型的な独占的商業資本である。それでは，独占的商業資本は，このような見地か

らみたとき，どのような条件の下で，金融資本にとっ て商業資本としての自立性を与え

られるのか。これを次に考察しよう 。それは以下のようである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４ユ７）
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　商業資本は，貨幣資本にたいしては現実資本である。しかも，自由競争段階において

は１ 同じ現実資本ではあるが支配的資本である産業資本にとっ ての制限である流通時問

と純粋流通費を節約するために自立化したものであ った 。

　したがって・産業資本が，独占段階への移行とともに独占と非独占へと分裂し，金融

資本が支配的資本として運動しはじめるとともに，商業資本は，金融資本の要請によっ

て変化をこうむらざるをえない。

　ひとつは，流通過程自体の消減にともなう商業資本の消減である。これは，コソヒ子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ３）
一ショソのように，別々の企業であったものが一つの企業に統合される場合である 。

　もうひとつは流通過程が消滅する訳ではないが，独占的産業資本が，部門をこえた排

他的な結合関係を強めていくために，金離資本集団内部において大量の垣常的在取引関

係が形成され，商品から貨幣への転化に際しては，商業信用の利用によっ て， 取引関係

が相殺され与 ・受信の差＝ネ ットの与信額だげが，銀行借り入れによっ てまかなわれる
　　　　ユ４）
という関係が生まれてくることである。このことによっ て， 流通時問が短縮されるとと

もに，この過程を媒介としていた商業資本の役割は大幅に低下することにたる
。

　したがって，このようた流通過程の変化にもかかわらず，商業資本が現実に担ってい

た機能が自立性をもっ て残るとすれば，一つは，商品の貨幣への乾化（Ｗ－Ｇ１）そのも

のではなくて，商品の空間的 ・場所的移動を担う輸送業と保管業である 。

　だが・もう一つは，流通過程として排除できない分野として残る原料資源 ・食糧に関

わる流通と，商品の流通の複雑なシステムを独占のためにつくりあげる最終消費財に関

わる流通である 。

　したがって，これらの分野で，商業資本は，販売 ・仕入網，輸送網，情報網を集積
し， それにもとづいて商業資本の集積 ・集中をすすめていく 。だが，これらの分野にお

げる商業資本の集積 ・集中から必然的に商業独占と独占的商業資本が発生する訳ではな

い。 なぜたら，独占段階においては，自由競争段階において商業資本を産業資本から自

立化させた法則は，支配的法則としては作用しておらず，商業資本が産業資本から自立

するか否かは，この段階の支配的資本である金融資本の法則性にのみ規定されているか

らである。すなわち，自由競争段階において，商業資本を産業資本から自立化させた原

理とは，商業資本の自立化は，産業資本の本性である剰余価値の増殖にとっ ての制限で

ある流通時間と純粋流通費を節約し，これが資本の　般的利潤率を高めるが，このこと

が資本の本性に合致するから，ということであ った。しかし，独占段階においては，産

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４１８）
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業資本は，独占と非独占に分裂しているのであるから，資本の　般的利潤率を高めると

いうこと自体が意味をたくしてしまう 。全体としての産業資本の利潤率ではなくて個別

金融資本の利潤率にとっ て， 商業資本自立化がどう作用するかだげが問題とたるのであ

る。 すなわち，独占段階におげる支配的資本である個別金融資本総体の利潤率およびこ

れをどう高めるかというグ ローバルた蓄積戦略が，商業資本を自立化させるか否かに決

定的に作用するのである 。

　したがって，一方で，生産の集積とそれにもとづく資本の集積 ・集中に対応した商業

部門におげる販売 ・仕入網，輸送網，情報網の集積とそれにもとづく商業資本の集積 ・

集中は，大観模商業資本を出現させる。そして，これら個別商業資本問の超過利潤を求

める売買競争は，回転を速めることによる価格切り下げ競争 ・ｒ破滅的競争」へと導い

ていく 。それゆえ，これら諸資本の問では，このようたｒ破滅的競争」を回避し，独占

的協定を結ぽうという衝動は，それはそれで強まっ ていく 。だが，これが商業独占とし

て現実化するのは，この商業独占への衝動が，金離資本の蓄積戦略と合致したときであ

る。 な畦なら，金離資本は，商業資本にとっ て，一方では，商品の大量の購買者として

需要独占を形成し，他方で，生産された商品の大量の販売者として供給独占を形成し ，

また，一挙かつ大量の資金需要の供給者として銀行独占を彩成することによっ て商業資

本の存立条件をなしているからである。したがって，金融資本の蓄積戦略が，商業部門

におげる大規模商業資本の商業独占への衝動と合致したとき，はじめて商業独占は現実

となるのであ って，この商業部門の独占体制を担う資本が独占的商業資本となるのであ

る。 だが，金融資本の蓄積戦略と合致しない場合には，金離資本の意志を貫徹するため

に， 商業資本を排除し，直接，流通過程を支配するであろうし，また，大量生産 ・大量

販売に適さず，利潤のあがらない部門は，零細 ・中小の非独占的商業資本にまかせてお

くのである 。

　こうして，金離資本は，まずそのグ ローバノレな蓄積戦略にとっ て， 決定的なモメソト

をたす原料資源 ・食糧流通を担う部門，および巨大な国内市場の開拓の基礎をたす輸送

部門を，商業独占 ・独占的商業資本として自立化させるのである。だが，これは，金離

資本の一モメソトとして自立化させるのであるから，独占的商業資本は，最初から，金

融資本のグ ローバノレな蓄積戦略を能動的に担い，これとｒ融合 ・癒着」し，それ自体金

融資本として運動することになるのである。これが，独占的商業資本の支配的モメソト

であり ，典型である。これに対し，最終消費財の流通は，消費の分散性＝地域性，個別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４１９）
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性に規定されて零細 ・中小の商業資本が広範に存在しうる分野である。したがって，金

融資本としての独占的産業資本は，自ら生産した商品の独占価格を緯持するために，こ

れらの商業資本を排除し，直接販売にのりだすか，あるいは系列化しようとする。これ

が基本的傾向である。他方，これとは別に，商業資本の側からも百貨店 ・スーバーとい

った大観模商業資本が生まれてくるが，これが商業独占を移成し，独占的商業資本とし

ての自立性を許されるのは，金融資本の蓄積戦略に合致し独占価格を維持する限りにお

いてである。したがって，これは最終消費の流通においては，副次的傾向であり ，独占

的産業資本の流通支配を補完するものである 。

　以上，独占的商業資本の運動は金融資本の法則性の上に，これに従属して展開される

ことが明らかとな った。こうして，独占的商業資本は，それ自体金融資本として，その

グローバルな蓄積戦略を実現すべく ，能動的に運動するのであるが，ここから，自由競

争段階とは区別される独占段階の商業資本の新しい運動法則が生まれてくる。その内容

は， 詳しくは後にＩで展開するが，第一に，商品の価格が，自由競争段階の生産価格で

はなくて独占価格，しかも金融資本のグ ローハルな蓄積戦略に観定された独占価格によ

って決定されるということ，第二に，これを実現し，独占利潤を獲得するために，一方

的に流通時問を短縮するのではなく ，流通時問を能動的に調整するということ，第三

に， このような独占価格を前提とした上で，流通費に関しては，これをできる限り節約

しようとすることである 。

　それでは，このようた見地からみたとき，自由競争段階の商業資本の運動法則を明ら

かにしたｒ資本論』は，今日的にはどのように理解されるべきであろうか。次に，これ

について考察しよう 。

（３）　自由競争段階における商業資本の運動法則

　まず，検討すべきことは，独占段階におげる商業資本は，金融資本のグ ローバルた蓄

積戦略によっ て， その自立 ・排除が決定されるのに対して，自由競争段階におげる商業

資本は，資本の　般的利潤率を高めるために，全体として，産業資本から自立するとい

うことの意味である。このことは，ｒ資本論』で明らかにされた，商業資本の産業資本

からの自立化という法則が，資本主義の全ての段階を貫く支配的た法則ではなく ，独占

段階においては，金融資本という上位の新しい法則によっ て抑制され，統御される下位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２０）
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の法則であることを示している 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ５）
　すなわち，それはこうである。まず商業資本が産業資本から自立化したのは，次のよ

うであ った。できるだげ多くの剰余価値を生産するという資本の概念からみれぱ，価値

も剰余価値も創造したい流通時問と流通費はその限界をたす。だが商業資本の自立化

は， これを節約することによっ て資本の一般的利潤率を高める 。したカミっ て， この限界

を制限としてのりこえようとする資本の衝動が，みずからのうちから反発Ｌて商業資本

を生みだすのである 。

　この場合，剰余価値の生産に一とっ て， 流通過程が限界をなしており ，これを制限とし

て突破しようとする資本の衝動が存在していることは，自由競争段階も独占段階もかわ

りはない。それにもかかわらず，自由競争段階においては，商業資本が全体として，産

業資本から自立化し，独占段階においては，金融資本の蓄積戦略によっ て， ある資本は

自立化し，他の資本は排除されるという区別が生まれてくるのは，た壱か。それは，剰

余価値の分配関係を規定する資本関係自体に本質的変化がおこるからである。すなわ

ち， 自由競争段階においては，すべての資本が相互に平等た関係で競争し，平均利潤を

生む「相互に平等という経済関係」が成立していたために，商業資本の自立化が生みだ

す効果は，平均利潤法則を通じてすべての個別産業資本に平等に平均利潤率の上昇とし

て作用した。したがって，商業資本が，全体として産業資本から自立化することは，産

業資本総体の要求に合致していたのである 。

　ところが，すでに述べたように独占段階への移行とともに，経済関係が，ｒ独占資本

が中小資本を締め殺すようた支配と従属の経済関係」に変化し，金融資本が支配的資本

として運動するようになると，資本の　般的（平均）利潤率自体が消滅し，これを高め

るということ自体が意味をたくすので，商業資本が，全体として，産業資本から自立す

ることは，必然ではたくたる。そして，個別金顧資本総体の利潤率をどう高めるかとい

う蓄積戦略が，商業資本の自立 ・排除に決定的に作用することになるのである 。

　したがって，ｒ資本論』で明らかにされた商業資本が産業資本から自立化するという

法則は，すべての資本が平均利潤を生むｒ相互に平等という経済関係」という条件の下

でのみ，必然的なものとして作用する法則であることがわかる。しかし，剰余価値の生

産にとっ て流通過程が限界をたしており ，これを制限として突破しようとする資本の衝

動が存在する限り ，これを担う資本を商業資本として自立化させようとする傾向は，依

然として存在している。だが，この傾向は，独占段階においては，資本主義の一般的法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２１）
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則の上部構造である金融資本という新しい法則と，並んで存在しているのではなく ，こ

れに従属し，統御され，その法則としての発現が，金融資本の蓄積戦略に合致したとき

にのみ許されるようた下位の法則として存在しているのである。ｒ資本論』で明らかに

された商業資本自立化の法則は，今目的には，このように理解されたげれぱならないの

である 。

　次に，検討されるべきは商業資本の自立化といっても，独占段階においては，その支

配的形態である原料資源の流通を担う独占的商業資本が金融資本の従属的モメソトとし

て自立化し，最初から，金融資本のグ ローバノレた蓄積戦略を能動的に担って運動するの

で， この独占的商業資本が自由競争段階の商業資本の機能である流通時間の短縮と流通

費の節約を，そのまま，担うのでは次いということである。すなわち，独占的商業資本

は， この機能を金融資本のグ ローバルな蓄積戦略に従属させ，流通時間を一方的に短縮

するのではなく ，能動的に調整することによっ て独占価格による独占利潤を実現する

が， 他方で，流通費は，独占価格を前提した上で，これをできる限り節約するのであ

る。 このことは，ｒ資本論』で明らかにされた，流通時問と流通費を節約するという自

由競争段階におげる商業資本の運動法則は，独占段階においては，一方的に貫く法則で

はたいということ，そして，ｒ資本論』においては，ともに一般的利潤率を高めるもの

として分析されていた商業資本の機能である流通時問の短縮と流通費の節約という二契

機は，独占段階においては，分離して，別々に考察する必要があるということを示して

いる 。

　すなわち，それはこうである。まず，一方の契機である流通時間の短縮は，個別商業

資本問の破滅的た価格競争へと導くので，金融資本としての独占的商業資本は，その利

潤率を高めるためにこれを抑制したげれぱならない。したがって，流通時間の短縮とい

う機能は，独占段階においては妥当したい。また，もう一方の契機である流通費の節約

の方は，これはこれで独占段階においても作用しているのであるが，破減的た価格競争

は防止しているためにその節約は，商品価格の低下に結びつかない。したがって，この

契機も，純粋に作用している訳ではたい。すたわち，商業資本の機能である流通時問の

短縮と流通費の節約の二契機は，すべての資本が平均利潤を生むｒ相互に平等た経済関

係」の下でのみ，ともに資本の一般的利潤率を高める作用をするのであ って，独占段階

においては，直接的には金融資本の利潤率を高める作用をしたい。したがって，金融資

本は，自己の利潤率を高めるために，商業資本をその目的に適合的な形態につくりかえ
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るのである。したが って，ｒ資本論』において明らかにされた流通時問と流通費を節約

するという商業資本の法則も，金融資本という上位の新しい法則によっ て抑制され，統

御される下位の法則として理解されなげれぱたらないのである 。

　以上，独占的商業資本の概念および，これと自由競争段階の商業資本の運動法則との

関連を明らかにしたので，次に，独占段階の商業資本の運動法則の独自性をより詳しく

展開しよう 。

１）　 レーニソｒ帝国主義論』（副島種輿訳，国民文庫，大月書店）。

２）上野俊樹ｒ労働価値論と現代」＠（ｒ経済』１９８５．７，新目本出版杜） 。

３）鈴木健「産業　金融編成下の企業集団（Ｉ）」（桃山学院大学ｒ経済経営論集』１９８５１０ ，

　第２７巻第２号）。

４）　この点については，上野，前掲論文を参照 。

５）　
レーニソ，前掲書，３４頁。

６）　このｒ融合 ・癒着」が，銀行資本と産業資本とのｒ融合」（銀行資本部面と産業資本部面

　の「顧合」）でもなく ，銀行独占（銀行カルテル）と産業独占（産業カノレテル）の「融合」

　でもたく ，各々の部面で独占に達した個別諸資本問のｒ融合」であるということについて

　は，米田貢「ヒルファーディソグ『金融資本論』批判」（大阪市大『経営研究』１９８１．９，第

　３２巻第３号），および，上野，前掲論文参照 。

７）統一的なものの内部で，その構成要素の自立性が殺されることが支配的となったものが否

　定的統一であり，その自立性が依然として支配的であるものが肯定的統一であるが，金融資

　本は，この点からいえぼ，否定的統一である。これについてぱ，上野，米田，前掲論文参

　照 。
８）　この点については，服部泰彦「金融資本の概念現定とその運動彩態」（大阪市大大学院

　　『大阪市大論集』１９７４．９，第４３号）を参照 。

９）　
レーニソ，層１」掲書，邦訳，１５９頁 。

１０）同上，１６０頁 。

１１）同上，１５９－１６０頁 。

ユ２）　同上，１０７頁
。

ユ３）　
ヒルファーディソグのｒ金融資本論』（林要訳，因民文庫，犬月書店）においては，明確

　に区別されていたかったコソビネーシ ョソ等による商品流通の消滅にもとづく商業資本の消

　滅と，商品流通を前提にした上での商業資本の排除を区別したのは森下二次也氏である 。森

　下，則掲書参昭 。
ユ４）　このことが，目本の金融資本集団においては，総合商杜の機能としておこなわれているこ

　とについては，鈴木健ｒ企業集団と総合商杜」（『証券経済』１９８３９，１４５号）参照 。

１５）商業資本の産業資本からの自立化の論理については，森下，前掲書および加藤義忠ｒ商業

　資本論の研究』（１９７７，ミネルヴァ書房）を参照 。

（４２３）
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１　金融資本としての独占的商業資本の運動法則

　独占的商業資本は，商業部門におげる商業資本の集積を基礎に，金融資本の蓄積戦略

と合致したところに発生するのであるが，ひとたび，発生すると，商業独占だけではな

く， 独占的産業資本 ・独占的銀行資本と離合 ・癒着することによっ て， 産業独占 ・銀行

独占をも利用Ｌ，販売網 ・仕入網，輸送網，情報網の独占を基礎に，原料資源 ・食料 ，

信用網をも独占的に利用しラる資本へと転化する。こうして，独占的商業資本は，それ

自体金融資本として，そのグ ローバルた蓄積戦略を能動的に担って運動するようになる

が， ここでは，その典型である原料資源 ・食料の流通を担う独占的商業資本の運動を分

析することによっ て， 自由競争段階の商業資本の運動法則とは区別されるその独自性を

明らかにしようと思う 。

（１）金融資本のクローバルな蓄積戦略にもとっく独占価格の設定

　金融資本としての独占的商業資本の運動法則が，自由競争段階の商業資本の運動法則

と区別される独自性としてまず第一に指摘しなげればならたいことは，商品の価格が ，

生産価格によっ てではなく ，またたんたる独占価格でも次く ，金融資本のグ ローバル底

蓄積戦略に観定された独占価格によっ て決定されているということである。このこと

を， 原料資源の流通を支配する典型的た資本である石油メジャーの原油価格決定方式を

その草創期およぴカノレフ ・プラス方式から二重基準地点方式への移行に限定して考察す

れぱ，次のようである 。

　まず，石油トラストが，国際石油資本として運動するための基礎過程をなしていたア

メリカ石油産業の草創期におげる石油の価格決定方式についてみてみよう 。

　この時期の石油価格は，図１にみられるように１８７０年前後の１バーレノレあたり約１１ド

ルの頃をのぞげば，１９６０年のＯ　Ｐ　Ｅ　Ｃ結成時のドル価格で換算すると４～５ドルで推移

している。それでは，石油価格は，どのようにして決定されたのであろうか。これを決
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
定する要因として，決定的た役割を果たしたのは，輸送手段であ った。なぜなら，それ

はこうである。この時期の石油の用途としては，ほとんどが照明用で，従来から使われ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２４）
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図１　ベンシルバ ニア原油の価格推移（１８６９～１８９９年）
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ていた鯨油や石炭液化油を代替したものであり ，市場も小さいものであ ったが，次第

に， 石油から製造された潤滑油が，植物性の潤滑油に代替し，重油が石炭に代って船舶

や町工場でも使われだしていた。だが，いくら大量の原油が発見されても，それが消費

地から遠く離れていては何の役にもたたず，資本に利潤をもたらすことはなかった。そ

して，これが商品としての意味をもつことができたのは，鉄道やバイプライソによる大

量輸送が確立したからである。Ｌたがって，この輸送手段である鉄道とバイプライソを

独占したものが石油価格を支配したのである。実際，１８７８年には，鉄道を買い占めて

いた 戸ツクフェラーの同意ぬきに，１バーレルの原油も鉄道に流れなくなっていたし ，

１８９５年には，原油生産者に，このくらいの値段であれぱ買ってやるぞというスタソダー

ド杜独自の購入価格を新聞に公表したのである。したがって，この時期の石油価格は ，

輸送手段の独占による独占価格によっ て決定されていたといえるのである 。

　だが，第１次世界大戦を契機に，石油が戦略物資としての性格を高めてゆくととも

に， 金融資本にとっ て， これを確保することが決定的となる。こうして，金融資本は ，

国内におげる独占体制を基礎に，石油の獲得のために，世界的観模で運動するようにな

り， これを担う資本を国際石油資本として自立化させるが，これらの諸資本は，相互の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２５）
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図２　アメリカ産平均原油価格の推移（１９００～１９４５年）
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競争によっ て共倒れしたいために，世界市場分割の独占的協定を結ぶようにたるのであ

る。 したがって，すでに，石油トラストが国際的に．展開するための基礎をみたので次に

このようた国際石油資本の価格決定方式を，その典型である ，カノレフ ・プラス方式から

二重基準地点方式への移行に限定して考察することにしよう 。

　まず，ガルフ ・プラス方式が形成された時期の石油価格の推移をみれぱ，図２にみら

れるように，１９２０年代の後半には，石油の供給過剰による価格あ低落傾向がみられる 。

それゆえ，このようた状況を背景に，１９２８年の初め，現ユクソソ，ロイヤル ・ダ ッチ ・シ

ェノレ（シ ェル），現ブリティシ ュ・ ペトロリアム（ＢＰ）のピ ックスリーは，エクソソのテ

ィーグルの提唱により ，相互の破滅的た価格切下げ競争を制限するために，秘密会談を

開き，プール協定，あるいはのちにアクナキャリー協定とか単にアズ ・イズ（Ａｓ　Ｉｓ＝現

状維持）協定とかいう名前で呼ぱれている国際石油資本による世界市場分割の国際カル
　　　　　　３）
テルを締結する。そして，この協定においてすでに１９２０年ころから石油の国際価格の決

定方式となっていたガルフ ・プラス方式（基準地点方式）が神聖にして冒すべからざるも

のとして承認されるのである。その内容は，アメリヵの石油価格を緯持するために，ア

メリカ以外の国からの石油価格を，大部分のアメリカ産石油が船積みされるガノレフ ・コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２６）
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一スト（メキッコ湾岸）での価格（ＦＯＢ価格）を基準にして，ガノレフからその引渡地まで

の運賃をこれにｒプラス」して決める（Ｃ　Ｉ　Ｆ価格），というものであ った。この価格決

定方式は，アメリカが世界最大の原油の生産者であると同時に，その輸出国であ ったと

きには，若干の正当性をもっ ていた。しかし，一方で，アメリカ産原油の価格が高くな

り， 他方で，へ子ズニラやイラクでの新規生産の開始とともに大幅に安い石油価格が出

現し，そのことによっ て価格差が開いていくと，この方式は，独占的高価格を維持し ，

独占利潤を獲得するシステム以外の何ものでもなくな ってくるのである。すなわち，こ

の方式によれぱ，供給地が基準地点よりも，引渡地に近いところにある場合，たとえ

ぱ， Ｂ　Ｐがイラソの安い石油をイタリアに供給する場合，その価格は，あたかもガノレフ

・コーストから輸出されるかのように仮定され，供給者であるＢ　Ｐは，基準地点である

カルフから引渡地であるイタリアまでの運賃と ，供給地であるイラソから引渡地である

イタリァまでの実際の運賃との差額を利益としてとりこむことができるのである。これ

を図にしたのが，図３であり ，Ｂ　Ｐは，（ろ一〇）を利益としてとりこむのである。し

かも，この協定によれほ，二つの石油会杜が，輸送費を節約するために，石油のスワッ

プ（交換）に合意すれば，それによっ て生まれる利益は，両者で山分けできるという規

　　　　　　　　　　　　　４）
定も設げられていたのである 。

　このように，ファソトム ・レート（まぼろしの架空運賃）を含む原油価格体系である

ガノレフ ・プラス方式によっ て決定される石油の国際価格が，生産価格では次く ，独占価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２７）
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格であることは，明らかである。だが，それだげではなくて，一方で，高価格であるア

メリヵ石油を保護することによっ て， 米系メジャーのアメリヵ地域での独占体制を維持

し， これによっ て， 独占利潤の獲得を保障すると同時に，他方で，世界中からかき集め

た安い石油を扱うシ ヱルやＢ　Ｐにたいしても巨額の独占利潤を保障するものとな ってい
　５）

たのであ って，これら国際石油資本のグ ローバルた蓄積戦略によっ て， 独占価格は決定

されていたのである 。

　ところが・このガルフ ・プラス方式にたいして，第二次世界大戦中，イギリス海軍が

ペルシャ湾からイソド洋へ，艦艇用重油を供給するにあたって，この方式での購入の不

合理性を非難したことを契機に，１９４３年，中東をも新たに基準地点とすることになる
。

１９４５年には・アメリヵ海軍も，アラピァ石油の価格を，ガノレフ ・コーストＦ　Ｏ　Ｂ価格と

同じ価格で買いつげることに成功し，こうして，原油価格体系は，二重基準地点方式へ
　　　　　６）
と移行する・そしてこの期以降の石油価格の推移を示したのが，図４ ・５である。だ
が・ この方式の目的は，架空運賃が多く含まれているという不合理性を是正することに

あっ たのではたく ，中東で原油生産にあたっていたメジャー が， 第二次世界大戦後，中

東が世界の重要な原油供給源として登場してきたことにたいして，これの販路を確保す

ることと，西ヨーロッパ諾副こおいて消費地精製主義にもとつき発展しつつある精製業

とを結びつげることにあったのである。したがって，当初設定された中東原油価格は ，

これが全西ヨーロッバ市場におよぶには，ガルフ ・コーストよりも不利であったため ，

これを修正し，中東石油価格を，ガルフ ・コースト価格よりも低く設定することによっ

て・ 西ヨー回ツバ市場への進出の道を開いていくことになる。こうして，両者の価格の

等しくなる地点（等価地点）は，中東原油の量の増大とも相まっ て， 地中海中央部からイ

ギリス本国さらには，ニューヨークヘと移行するが，これを図にしたのが図６である 。

だがこれらのことは，最初から１９４８年４月のマーシャルプラソの具体化である対外援助

法の成立，その実施機関である経済協力局’（Ｅ　ＣＡ）の設立と，深い関係をもっ ておこな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）われたのであり ，中東にたいするイギリスの覇権の終焉と，アメリヵによる覇権の確立

を背景に，米系 メジャーの要請をうげ，アメリカの世界戦略の下に展開されたのであ

る。 こうして，二重基準地点方式による石油価格決定方式は，ニューヨーク等価地点方

式におちつくのであるが，それは，一方で，アメリヵ国内においては，どの国の石油を

つかってもコストは同じであるから，高 コストのアメリカ原油を保護し，中東原油のア

メリカ市場への急激な進出をおさえる役割を果たし，他方では，中東原油を使って，ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２８）
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図４　 アメリカ産平均原油価格の推移（１９４５～１９８１年）
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　　　図５　アラビアンライト原油の価格推移（１９４５～ユ９８１年）
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図６　二重基準地点制による価格決定
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一ロヅパの精製業をおこすことが，採算的に有利になるので，ヨーロヅバの消費地緒製

主義の確立を促進する役割を果たしたのである。しかも，メジャーは中東の低コストの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
原油を扱うことによっ て巨額の独占利潤を獲得することにな ったのである 。

　このように，石油メジャーによる価格決定方式を，その草創期の分析を基礎に，ガル

フ・ プラス方式から一重基準地点方式への移行に隈定して考察したのであるが，これに

よっ て次のことが明らかとな った 。

　一つは，独占段階におげる商品の価格は，生産価格によっ てではなく独占価格によっ

て決定されているということである。それは，破滅的次価格競争の制限をその内容とし

ている “アズ ・イズ協定
’’

等を見れば明らかであるし，現実の価格においても，それは

なんらコストも，需給関係も反映していないのである。そして，この原油価格体系の両

者ともが，石油メソヤーに巨大な独占利潤を保障したことも明らかである。これが，両

者の共通性である 。

　だが・石油価格が，競争排除による独占価格であるということからは，現実の石油価

格が，どこに決まるかということは明らかにならない。それを決定するのが，金融資本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３０）
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である石油メジャーのグ ローバノレた蓄積戦略である 。ガノレフ ・プラス方式も二重基準地

点方式も，共に独占価格の原油価格体系であるが，前者と後者を区別するのは・石油 メ

ジャーのグ ローバノレな蓄積戦略のちがいであ って，この変化によっ てのみ１価格体系の

移行が説明されるのである。これが，もうひとつである 。

　以上，それ自体，金顧資本として運動する独占的商業資本の運動法則の独自性の第一

は， その商品価格が，生産価格ではなく ，金融資本のグ ローバルた蓄積戦螂こよっ て設

定される独占価格によっ て決定されるということが明らかにな ったのであるが，次に ，

この見地からみたときに，自由競争段の商業資本の機能である，流通時問の短縮と流通

費の節約はどのような変化を被むるかを検討しよう 。まず，前老の流通時問のモメソト

からみれぱ次のようである 。

（２）流通時間の調整による独占利潤の獲得と投機の発展

　流通時問のモメソトからみれぱ，独占的商業資本の運動法則が，自由競争段階の商業

資本の運動法則と区別される独自性は，流通時間を一方的に短縮して・超過利潤を獲得

するのではたくて，むしろ，これを調節することによっ て独占利潤を獲得するというこ

とである。これが独自性の第二である。このことを，もう一つの独占的商業資本の典型

である穀物流通を支配する穀物メジャーと ，銅の流通を支配するアナ コソダ ・ヶネ コッ

トの分析によって示せば次のようである 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
　まず，穀物メジャーによる価格決定方式についてみれぱこうである。一つは，穀物価

格は，穀物取引所を通じた自由競争によっ て決定されるようにみえるが，実際はそうで

はたく ，むしろ，大手の穀物商杜が政府をも上まわる価格情報や需給情報の独占により

“偽りの価格情報
’’

を提供し，これを操作することによっ て決定されるということであ

る。 すなわち，米上院多国籍企業小委員会のスタ ッフであるリチャード ・ギ ノレモアによ

れぱ，国際穀物相場の有力匁指標である ロッ テノレ ダムＣ　Ｉ　Ｆ価格は，カーギル，コソチ

ネソタル，ブソゲ，ドレフユ ス（五大穀物商杜のうち四杜）を含む１２杜の穀物商杜から構

成される ロイヤノレ ・オラソダＣ　Ｉ　Ｆ価格小委員会によっ て決定されているが，この価格

情報は，ブリュッセノレのＥ　Ｃ本部とアメリカ農務創こ伝えられ，これは１シカゴ穀物市

場が開かれると ，その現物 ・先物市場に影響を与える。だが，Ｅ　Ｃ委員会とアメリカの

ハソブノレグ駐在農務官に提供された価格情報には食い違いがある。しかも，この偽りの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３１）
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情靭こは一定のパターソがあり ，これがＥ　Ｃ価格に影響を与え，さらにアメリカ市場に

も波及し，これら大手穀物商杜を有利に導く可能性があるというのである。また，アメ

リカ国内市場においても，アメリカ最大の小麦市場であるミネアポリス 穀物取引所の

　“終わり値
’’

は，“現物終わり値委員会”によっ て決定されるが，この委員会は，カー
ギノレ・ドレフユス，ブソゲ（五大穀物商杜のうちの三杜），ＡＤＭなど八杜で構成されてい

るという ・したがって，穀物取引所の穀物価格は，実質的には，五大穀物商杜によっ て

決定されているといえるのである 。

　もう一つは・穀物価格の決定は，需給の変動を反映するといわれる穀物相場ではな
く・
モスクワや北京など大量に穀物が取引されるところでおこなわれる場合があるとい

うことである・それは・１９７２年の “犬穀物強盗事件
’’

によくあらわれている。これは ，

４億４，０００万ブ ッシ ヱルの小麦を，１ブ ッシ ェル１．６３ドノレの安値でソ連政府が秘密裏に

買い占めた事件である。この場合アメリカ政府は，余剰農産物を海外に売りこむために
，

小麦については１ブ ッシ ェル当り１．６３ド ノレを目標価格として設定し，穀物商杜が，アメ

リカ国内で割高の小麦を買って輸出した場合，その差額を補償金として支抵っていたの

で・ 輸出補助金の平均が１ブ ッシ ェノレ当り３０セソトとして，１億３，２００万ドルが穀物 メ

ジャーに支払われたことになる。だが，この結果，アメリカの消費者は，穀物の大量買

入れによる穀物相場の暴騰により ，高い食料品を買わされるはめになったのである。し

かも・穀物メジャーは，輸出補助金によっ て， 暴騰する穀物価格による損失は補償され

たぱかりでなく ，その独占的な情報力により ，ンカコ相場が高騰する以前に，安い穀物

を買い付げることが可能であ ったので，ここからも，巨額の利潤を得ることができたの

である・したがって，この場合穀物メジャーは，ソ連との取引と穀物価格の決定を，急

騰する穀物相場とは無関係たところでおこな っており ，穀物取引所は，実際の穀物価格

の決定の場ではなく ，むしろ，投機による収奪の場となっていたのである 。

　このように，穀物メジャーは，需給の変動による穀物価格の変動から自由であり一方

的に，流通時間を短縮して，超過利潤を獲得するのではなく ，むしろこれを操作するこ

とによっ て独占利潤を獲得する。このことが可能であるのは，図７に示されているよう

に， 穀物メジャー が， 内陸の産地穀物倉庫（カソトリー・ ニレベーター），集散地穀物倉庫

（ターミナル ・ニレベーター），トラ ヅク，鉄道貨車，はしげ，港頭輸出倉庫（シーポート ・ニ

レベーター），外洋輸送船を所有し，農民から外国の消費者へ通じる穀物の輸送 ・保管 ・

売買過程を独占しているからであ って，これらによっ て，一方で，農産物の価格変動 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３２）
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出典；石川博文ｒ穀物メジャー』（１９８１，岩波書店）

悪天侯，政府の農業政策の転換といったリスクをすへて農民に転嫁し，他方で，消費者

には，穀物あるいは，その加工品を独占価格で販売することによっ てここから価値収奪

ができるからである 。

　次に，銅の流通を支配するアナ コソダ ・ケネ コットに，価格の人為的操作による独占

価格の維持が典型的にあらわれているので，穀物メジャーによる分析を補完する意味

　　　　　　　　　　　１０）
で， これを少しみてみよう 。

　銅は，アメリカにとっ て， 軍事産業の発展の不可欠の条件をなしており ，したが っ

て， 銅取引会杜は，軍事的な需要に絶えずこたえるという戦略的見地から，多量の銅を

常時ストックし，また国際市場から安価な銅を確保できるようにするために，市場での

銅を騰貴させたい政策をとっ ていた。すなわち，ベトナム戦争によっ てアメリヵ国内の

銅需要が３８％程度上昇した１９６３年から６６年頃には，アメリカの銅取引会杜は，アメリ

ヵの年問銅消費量の９刎こ当る２０万トソを市場に放出することによっ て価格騰貴を防止

した。また，１９７０年，チリの大統領選挙が近づいたときには，銅山国有化政策を急激に

進める大統領の当選は，チリの経済的危機を招来することをチリ国民に印象づげるため

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３３）
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に， 多量の銅を国際市場に放出した。さらに，チリ人民連合政府下のチリ経済を混乱さ

せ， 決定的打撃を与えるために，１９７２年２月ストックしてあった銅を放出して銅価格を

下落させ，輸出総額が約１０億ドルであり ，国家財政の７割が鍬こ関係した収入であ った

チリに，２億ド ノレ以上の損失をあたえたのは，ケネ コットであ った。こうして，独占的

商業資本である銅取引会杜は，金融資本のグ ローバルな蓄積戦略からみて，戦略物質と

しての意味をもつ銅価格の安定のために，その倉庫 ・保管業および輸送 ・流通過程の独

占を基礎に，能動的に流通時間を調整することによっ て独占利潤を獲得するのである 。

　このように，独占利潤の獲得を，その推進的動機とし，それ自体金融資本として運動

する独占的商業資本は，そのグ ローバルた蓄積戦略を実現するために，一方的に流通時

間を短縮することによっ て， 個別的に超過利潤を獲得することをやめ，原料資源 ・食

糧， 労働力，輸送，販路，購買，信用，情報の独占的利用にもとづいて，価格情報，需

給清報を操作し，流通時問を操作することによっ て， 独占価格による独占利潤を実現す

る。 これが，自由競争段階とは区別される独占段階の商業資本の運動法則の独自性の第

二である 。

　だが，さらに，ここから独占的商業資本の本質的モメソトとして，投機が発展する 。

なぜなら，それはこうである。たしかに自由競争段階においても，一産業循環の好況局

面において投機が発展する。しかし，ここにおいては，どの資本が投機利得を得るか

は， 偶然性に支配されている。だが，独占段階においては，金融資本である独占的商業

資本の側に，価格情報 ・需給清報が独占され，買い占めのための資金も独占されている

ため，独占による投機利得の獲得と非独占からの価値収奪が必然とたるからである。こ

れも，また，独占段階の商業資本の運動法則の独自性である 。

　このように，ここでは，独占的商業資本の運動の独自性を，流通時間の側面から分析

したので，次に，もう一つの側面である流通費を分析することにしよう 。

（３）独占価格を前提とした流通費の節約

　独占的商業資本の運動法則の独自性の第三は，こうである。流通時間に関しては，こ

れを一方的に短縮することをしない独占的商業資本も，流通費に関しては，独占価格を

前提した上で，これを節約しようとするということである 。

　それは，次のようである。金融資本としての独占的商業資本は，独占利潤を獲得する

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３４）
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ために・一方的に流通時問を短縮するよう在破減的な価格競争をさげ，その独占を基礎

に流通時問を調節することによっ て独占価格を設定し，独占利潤を実現する 。

　しかし，このことは，他方で生産継続のための予備資本と流通費の増大をもたらす
。

しかも，個別独占的商業資本は，他の個別独占的商業資本と協定しつつ，競争している

のであるから，この増大は独占的商業資本にとっ ての制限とたる。したがって，これを

節約しようとする独占的商業資本の衝動が生まれる
。

　このうち・流通時問の増大にともなう生産継続のための予備資本（商品買取資本）の増

大については，その取引が金融資本集団内部の関係であれほ，商業信用網の拡大とその

相殺によっ て一定程度，解決できる。しかし，独占的商業資本も，金融資本集団内部で

のみ敢引している訳ではたく 。非独占とも取引しており資本主義もまた商品生産杜会で

ある隈り残らざるをえない流通過程，とくに原料資源 ・食糧の流通と最終消費財の流通

が存在するのであるから，これは，突破できない隈界であり ，このための商品買取資本

は残る。そして，この部分が，独占利潤を獲得するための流通時問の調節によっ て増大

する場合は，これを節約することはできない 。

　これに対し・流通費については，売買過程そのものに伴う純粋流通費と，取引が商業

信用で・すべて相殺されたとしてもなお残る輸送 ・保管費とがある。だが，この増大に

ついては，売買技術の革新，輸送 ・保管技術の革新によっ て節約できるので，独占価格

を前提した上で，これをできるだげ節約しようとするのである
。

　このことを石油 メジャーと穀物メジャーについてみよう 。これは，過程を貫く法則と

しては，輸送 ・保管技術の変革過程にあらわれている。石油業におげる独占形成過程に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ１）
おいて，決定的な役割を果たしたのは鉄道業の発展であ った。ロックフェラー が， この

産業を支配する唯一の方法と考えたのは，石油を生産する部門では次く ，石油を精製 ，

販売し・ライバルを安い輸送費で出し抜くことであ った。そして，彼は，新しくバート

ナーとな ったヘソリー・ フラグラーの協力を得て鉄道会杜を説得し，大量輸送には，運

賃を割り引くという慣行をさらにすすめて，彼の石油を輸送するときには，秘密のリベ

ート（払い戻し）を出させるようにしたのである。こうして，彼は，石油業におげる支配

を確立していったのであり ，したがって石油産業と鉄道業は，ともに大きくな ってい っ

たのである 。しかし１８８３年に，スタソダード ・オイル ・トラストが全米的規模で成立す

る頃には１鉄道を握っているということは，重要性を失な ってしまう 。それは，彼の会

杜が・中小の石油会杜が・流通費の節約のために開発したバイプライソを，自已の下に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３５）
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とりこみ，専用のバイプライソ網を完成し，アメリヵ東部全域に自杜製品を流すように

なっていたからである。このように，石油業におげる独占の形成と確立にとっ て・ 輸送

手段の役割は決定的であったが，輸送手段を変革し，輸送費を節約しようという衝動は

絶えず貫いていたのである 。

　これに対し，これは短期的には，既存の輸送手段の効率的利用によっ て， いかに流通
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ２）
費を節約するかということにあらわれる。これを，穀物メジャーの取引についていえば

こうである。たとえば，三ケ月先のロッ テルダム渡しで大豆一万トソの取引が成立した

とする。この場合，穀物の買付価格，大豆の先物市場，作柄の見通し・競争関係・国際

情勢のニュース等他の条件が，契約時と変らないとすれぱ・ニューオリソズまでのはし

げの運費，同地の港頭エレベーターの保管 コスト ，ロッ テルダムまでの海上運賃等が決

定的に間題になる。したがって，穀物メジャーの用船都であれぱ，可能汰かぎりよい条

件で船舶の手当てをおこ狂い，一万トソの船積みであ っても，四万トソ積みの一隻のタ

ソヵ一をチャーターし，三万トソの余剰スペースを競争相手に売って利益をだすとい っ

たこともおこなうのである 。

　だが，このような流通費の節約は，石油価格や穀物価格の低下に，つたがらたいで ，

個別資本の超過利潤となるのである。すなわち，独占的商業資本は，流通費を節約する

のであるが，このことが決して，商品価格の低下に結びつかないで，個別独占的商業資

本の超過利潤となるところが，自由競争段階と区別される独占段階の商業資本の第三の

独自性たのである 。

　　　１）石油メジャーに関する事実については，以下の文献に依拠した。Ａ
ｎｓｏｎｙ　Ｓａｍｐｓｏｎ・Ｔｈｅ

　　　 ＳｅｖｅｎＳｉｓｔｅｒｓ，１９７５： なお，邦訳としては，ｒセブソ ・シスターズ』（上）（下）（大原進 ・青

　　　木栄一訳，１９８４，講談杜）がある。谷原順夫ｒ石油の支配者』（１９７５，新目本出版）・田中紀

　　　夫ｒ原油価格』（１９８３，第一法観），宮嶋信夫『メジヤー・ 現代の石油帝国』（１９７５・日本評

　　　論杜），岡倉徹志ｒザ ・ガルフ』（１９８６，中央公論杜），石田進ｒ激動の湾岸世界』（１９８５，御

　　　茶の水書房） 。

　　　２）　この点については，田中，前掲書，第一部第一章ｒ戦前の原油価格」およびＡ
・Ｓａｍｐｓｏｎ

・

　　　 ｏｐ
．　 ｃｉｔ

．，

　ｐｐ．２３＿２５

　　　３）　この協定は，この後， このピ ックスリーに加えガルフ，ソーカル，テキサ
コ， モーピルの

　　　　４シスターズを合む１５の米系石油会杜によって承認されることになる。この点については ，

　　　Ａ．Ｓａｍｐｓｏｎ，伽払，ｐ
．７４

．

　　　４）Ａ　Ｓａｍｐｓｏｎ，泌” ，ｐ７４　この共謀者問の販売，交換業務の基本原則は，協定参加者は

　　　　自己の保有する供給源か他の供給者の供給源かにかかわりたく ，最短距離にある生産地から

　　　　供給を受けるものとするというものであったが，この結果，アメリカ市場を除く世界各地向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３６）
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　げの供給は，協定参加者の問で世界的窺模でプールされることにたったのである（宮嶋，前

　掲書，１５８頁） 。

５）Ａ．Ｓａｍｐｓｏｎ，ｏｐ－ｃｉｔ ．， ｐ． ７４．を参照 。

６）田中，前掲書，谷原，同■」掲書を参照 。

７）中東にたいする覇権のイギリスからアメリカヘの移行を象徴的に示している重大な出来事

　は，１９２８年７月のイラク石油会杜利権協定のたかに含まれていた「赤線条項」が，１９４８年１１

　月の修正協定によっ て， ２０年ぶりに破棄されたことである。この条項は，イラク石油会杜

　　（Ｉ　Ｐ　Ｃ）経営参加杜は，イラクとイラク以外の旧オスマソ ・トルコ帝国領内のうちニソフ

　　ト， クウェートを除く地域において，いっさい単独で自由行動をとることを禁じ，新利権の

　獲得，石油開発は必ずＩ　Ｐ　Ｃ全加入杜と共同で行なわなけれぱならたいことを観定したもの

　である 。だが１９４３年，米内務省が提案した１億２千万ドルをかけたガルフ（ベルシャ湾）か

　ら地中海への石油パイプライソの建設にあたって，この条項が，制限となってきた。た笹

　なら，この建設は実際には，政府でなく石油会杜によっ て行なわれたため，アラムコだげで

　は，資金的に困難であり，したがってニクソソとモーピルに参加を求めたが，この二杜は ，
　１９２８年の利権協定にｒアメリカ ・グループ」として参加していたため「赤線条項」に制約さ

　れ，アラムコヘの参加が禁止されていたからである。しかし，この両杜は，「赤線条項」の

　制約にもかかわらず，これを無視し，強引にアラムコ参加協定に調印した。イギリスは，こ

　れに抗議したが，１９４８年１１月３日の修正協定により提訴はとり下げられ，「赤線条項」は破

　棄されるのである。なお，この点については，岡倉，削掲書を参照 。

８）二重基準地点方式の意義については，谷原，則掲書を参照 。

９）穀物メジャーの価格操作に関する米上院多国籍企業小委員会，国際的穀物商杜公聴会にお

　げる１９７６年６月１８目金曜目のギノレモアの証言については，Ｈｅａｒｍｇｓ　ｂｅｆｏｒｅ　ｔｈｅ　Ｓｕｂｃｏｍ－

　ｍｉｔｔｅｅ　ｏｎ　ｌＭｕ１ｔｉｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ　ｏｎ　Ｆｏｒｅｉｇｎ　Ｒｅ１ａｔｉｏｎｓ ，Ｕｎｉｔｅｄ

　Ｓｔａｔｅｓ　Ｓｅｎａｔｅ　Ｎ１ｎｅｔｙ＿Ｆｏｕｒｔｈ　Ｃｏｎｇｎｅｓｓ　Ｓｅｃｏｎｄ　Ｓｅｓｓ１ｏｎ　ｏｎ　Ｉｎｔｅｒｎａｔ１ｏｎａ１Ｇｒａ１ｎ　Ｃｏｍ
－

　ｐａｎ１ｅｓ，Ｊｕｎｅ１８，２３ａｎｄ２４．１９７６ｐｐ１－３２およぴ石川博友ｒ穀物 メジャー』（１９８１，岩

　波書店），また，ユ９７２年の “大穀物強盗事件（ｔｈｅ　ｇｒｅａｔ　ｇｒａｉｎ　ｒＯｂｂｒｙ）” については，Ｄａｎ

　Ｍｏｒｇａｎ，１〉［ａｒｃｈａｔｓ　ｏｆ　Ｇｒａｉｎ，１９７９，ｐｐ．１４８－１６０．（なお，邦訳には『巨大穀物商杜』１９８０
，

　日本放送出版協会，もある）および，石川，同１」掲書に依拠した 。

１０）アナ コソタ　ケ不 コヅトの価格操作については，巣山靖司ｒ第ゴ世界の変革』（１９８４，法

　律文化杜）を参照 。

１１）以下の事実については，Ａ・Ｓａｍｐｓｏｎ，ｏｐ・ｃｉｔ ．， ｐｐ・２３－２５・を参照 。

ユ２）　この点については，石川，前掲書を参照 。

お　わ　　り　に

以上の分析によっ て， 独占的商業資本の概念観定とその運動形態が明らかにな った 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３７）



１００　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３５巻 ・第３号）

すなわち，独占的商業資本は，商業資本の集積 ・集中から必然的に発生するものではな

く， ここから生まれる商業独占への衝動が，金融資本のグ ローハルな蓄積戦略と合致し

たときはじめて独占的商業資本としての自立的な移態が与えられる。だが・ひとたび発

生した独占的商業資本は，それ自体金融資本として，そのグ ローバルた蓄積戦略を実現

すべく能動的に運動する。そしてこの見地から独占価格を設定し，流通時間を能動的に

調整することによっ てこれを実現し，独占利潤を取得する。さらに・個別金融資本間の

国際的に展開される競争に強制され，流通費をできる限り節約し・これを超過利潤とし

て取得するのである 。

　これが，独占的商業資本の概念とその運動形態であるが，これに対し，最も体系的に

これを研究してこられたのは森下二次也氏である。氏は，独占段階の商業資本の運動の

独自性を，商業資本の排除傾向としてつかまれる。だが，すでにみたように独占段階

・においても，排除されない商業資本が存在するのであるから，排除を必然性としてつか

まれるのは誤りであるといわなげれぽならたい。しかし，氏の理論についてのよりたち

いっ た検討は，その方法的基礎にさかのぼっておこ在わなけれぱならたいので，独占的

商業資本のもう一つの存在形態である独占的小売資本の分析とあわせて次回の課題とし

たい 。

（４３８）


